
●重機で荷をつり上げて旋回したところ横転して被災者に激突。

●事業場内で背後から後退してきたトラックにひかれた。

●船から船へ荷を積み替え中、引っ掛かったクレーンのワイヤーを外したところ、被災者に当たって
墜落。

●脚立に乗って木の枝をノコギリで切っていたところ、バランスを
崩して墜落。

●トラックで線路下を通過中、設置されていた網に引っ掛かった
ため直そうと線路内に立ち入り列車に接触。

●コンテナハウスを組立中にピンを抜いたところ倒壊。

●夜間に屋外を警備中に行方不明となり隣接する海で発見された。

●ロードローラーが法面から転落して横転。

●立木の伐倒中、立木の根元が反発して被災者の腹部に激突。

●公道をバイクで走行中に中央分離帯の鉄柱に激突。

死亡災害はリセットできません！

令和８年度 労働災害防止取組強化期間
令和８年９月～令和９年３月

R8.8福岡労働局・労働基準監督署
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福岡県内の死亡災害

1～8月 9～12月

福岡労働局では、令和７年８月１日に「死亡災害根絶 非常事態宣言」を発令し、労働災害防
止対策を推進してきました。その結果、令和８年は前年同期比８件減で推移していることから、
「令和８年度 労働災害防止取組強化期間」へ移行し、死亡災害の根絶および死傷災害防止に向
けた労働災害防止対策を推進していくこととしました。
労働災害による被災者を一人でも減らすため、以下に沿った取り組みをお願いします。

令和８年の死亡災害事例

有資格者が運転。移動式クレーンを使用。作業範囲の立入禁止措置。作業計画を作成。

誘導者を配置。歩車分離による安全通路の確保。走行範囲の立入禁止措置。作業計画を作成。

有資格者を配置。想定外の事態が発生した場合は作業を中断して作業方法を再検討。
ワイヤロープの内角側やつり荷の移動範囲の立入禁止措置。手すりを設置。作業計画を作成。

足場や高所作業車など安全な作業床を設置。

倒壊防止の柱や斜材を入れる。作業計画を作成。

一般的な対策

１ 安全衛生管理体制の確立（担当者を明確にする）

２ 安全衛生教育の実施（作業手順の背景を教える教育）

３ 危険をなくす・減らす（リスクアセスメント）

４ 業種別対策
●共通 転倒、腰痛、熱中症、化学物質、過重労働、メンタルヘルス

●製造業 フォークリフト、クレーン、動力機械、脚立からの墜落、粉じん

●建設業 足場や開口部からの墜落、建設機械、クレーン、土砂崩壊

●陸上貨物運送事業 フォークリフト、荷台からの墜落、荷崩れ、交通事故

●第三次産業 踏み台からの墜落、交通事故、火傷、切創、針刺し

労働災害防止のための取組事項

救命胴衣を着用。照度を確保。緊急時の通報装置を携帯。

誘導者を配置。シートベルトを着用。作業計画を作成。

受け口、追い口、それらの間の切り残しを適切に作る。

交通労働災害防止のためのガイドラインに沿って取り組む。



労働災害防止のための12のポイント ✓

1

高所からの墜落・転落災害の防止
・高所作業をなくすことができないか検討する

・安全な作業床を設置し、端部や開口部に堅固な手すりを設置する

・墜落制止用器具を正しく着用し、安全な取付設備を設置する

□

2
土砂崩壊災害の防止
・地質や状況に応じた掘削方法や角度を選定する

・土止めを設置し、崩壊のおそれがある場所にできるだけ立ち入らない

□

3
車両系建設機械等との接触災害の防止
・作業範囲にバリケードを設置して誘導者を配置し、運転中は立ち入らせない

・作業者が立ち入らなければならない場合は運転を停止する

□

4
クレーン災害の防止
・地切り前にすべての作業者が荷から離れる

・荷の振れ止め等が必要な場合は、手かぎや介添ロープを使用する

□

5
機械へのはさまれ・巻き込まれ災害の防止
・危険箇所に身体が入らない構造もしくはセンサーを取り付け、毎日点検する

・掃除、給油、検査、修理、調整を行うときは機械を停止する

□

6
フォークリフト災害の防止
・作業計画を策定し、それに基づいて作業を行う

・歩車通路を完全分離またはバリケード設置、歩車の作業時間を完全分離する

□

7
荷台からの墜落災害の防止
・地上作業を基本とする

・墜落時保護用の保護帽を着用し、昇降設備や手すりを設置する

□

８
交通労働災害の防止
・交通労働災害防止担当管理者を選任し、安全運転教育を定期に実施

・交通労働災害防止のためのガイドラインに沿って取り組む

□

９

熱中症の防止
・WBGT値（暑さ指数）による管理を実施する

・重症化を防ぐ連絡体制や措置を徹底する

・ハイドレーションブレーク（給水休憩）を全員が確実に実施する

□

10
転倒災害の防止
・段差をなくす、配線は床に置かない、なくせないものは目立たせる

・作業靴は重心が中央にあり、爪先が上がっている物を購入し、定期点検を行う

□

11
高年齢労働者の災害防止
・身体、感覚、認知機能の低下に配慮した職場づくりを行う（作業場所や書類は

カラーユニバーサルデザインやJIS X8341高齢者・障害者等配慮設計指針を参照）

□

12
有害物との接触災害の防止
・化学物質を使わない、使う必要がある場合は より有害性が低い物質へ代替化

・化学物質リスクアセスメントを実施し、保護具を選択した場合は適正使用する

□

各種説明会 労働局受付サイト 検索

メンタルヘルス対策 こころの耳 検索

災害統計、業種別対策 福岡労働局安全課 検索

安全対策全般 あんぜんサイト 検索
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